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SCS を用 いた大学間遠隔共同講義の実施 と課題

南部昌敏 ＊1， 村瀬康
一

郎＊2 ，

小 川 亮＊3 ， 井上忠典＊4
， 柴 田好章 ＊5

〈概 要〉平成 8年 10 月の SCS 活用の ス タ
ー ト時か ら 、 国立大学教育実践研究関連セ ン ター協議

会が共同研究プ ロ ジ ェ ク トと して試行 的に取 り組 んで きた 「SCS を活用 した大学問遠隔共同事

業」 の概 要を紹介す る とと もに 、 平成 10 年度 よ り取 り組み 始め た 「SCS を活用 した大学 間遠隔

共同講義」 に つ い て 、 その 取 り組 み の状況 と実施上 の 課題 に つ い て報告する 。
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1 ． は じめ に

　近年の 高度情報化社会の 発展 に伴 う情報通信の

教 育利用 の急速 な高ま りに対応 して 、平成 8 年度

よ り、メ デ ィ ア教育開発 セ ン ター （当時 は放送教

育開発セ ン タ ー）が中心 とな っ て衛星 通信大学間

ネ ッ トワ ーク シ ス テ ム （以 下 、 SCS ）事業が ス タ
ー トし 、 国立大学等 に衛星通信 に よ る 映像交換 を

中心 と した大学間 ネ ッ トワ
ー

クが導入 さ れ 、 10

月 よ り、 教員養成大学 ・学部等の 国立大学教育実

践研 究関連セ ン ター協議会加盟 セ ン タ
ー

の ある大

学 と して は 、 岩手、上越教育、岐阜 、 兵庫教育、

鳴 門教育 、 佐賀 、 宮崎 、 鹿児島 、 琉球の 10 大学

に お い て 運用 が 開始され た。 また 、 平成 9年 4 月

か らは 、 筑波 、 金 沢 、 信州 、 岡山、広島、熊本 、

長崎の 7大学 に お い て も開始 され 、 10 月か ら

は 、北海道教育 、 弘前 、 山形 、 茨城 、 宇都宮 、

埼玉 、 千葉 、 東京工 業 、 新潟 、 静岡、京都教

育、鳥取 、 島根 、 山 口 、 徳島 、 香川 、 愛媛 、 高知

の 18 大学 に お い て 、 平成 10 年4 月か らは 東京

学芸大学 に お い て も運用 が 開始され た 。

　こ の 衛星通信 シ ス テ ム は 、全国 の 大学機関等を

カ バ ー
で きる広域性や 情報を全国各地で 同時に受

け られ る 同時性 ・同報性 、 教育に必要な双方向性

な どの 特徴を有 してお り 、 a 教授学習情報 の 共有

化支援 、 b。教授体制の 相互活用支援 、　c．臨場感の

あ る状況下 に お ける多大学学生間の 相互交流支援

等 の 教員養成 に お ける教授法改善支援と して機能

す る可能性 を持 っ て い る 。 そ して、こ れ を用い る

こ とに よ っ て 、
マ ル チ メ デ ィ ア ・ネ ッ トワ

ー
ク社

会 に対応 で きる新 しい 高等教育シ ス テ ム を構築

す る こ とが 可能で あ り 、 大学教 育の 教授法の 改善

に資す る こ とが で きる と考え られ る 。

　そ こ で 、昨年 まで の 取 り組み か ら得 た知見 を生

か して 、平成 10 年度は、上半期、下半期 を通 し

て 、 下 記の 5 つ の SCS 大学 間遠隔共同講義 を実

験的に 試行 して い る 。
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「教育工 学」

「教育実践 と情報科学」

「教育臨床」

「教育心理学特別研 究」

「教科教育 （理科教育 ・環境教剤

　本稿 で は 、 平成 8年 10 月の SCS 活用 の ス

タ ー ト時か ら 、 国立 大学教育実践研究関連 セ ン

タ
ー
協 議会が 共同研 究 プ ロ ジ ェ ク トと して 試行的

に取 り組 んで きた 「SCS を活用 した大学 間遠隔

共同事業」の 内 、 講義演習 へ の 取 り組み 状況を紹

介する と ともに 、 平成 10 年度 よ り取 り組み始め

た 5 つ の 「SCS を活用 した大学問遠隔共同講

義」に つ い て 、 その 取 り組 み の 状況 と実施上の 課

題 に つ い て報 告す る 。

2 ． これ まで の 取 り組み 状 況

　まず 、 これ まで試行 的に取 り組 ん で きた 、 SC
S を活用 した大学 間遠隔共同の 講義 ・演習 ゼ ミ等

の 具体的内容 を紹介 す る 。

（1）平成 8年度下 半期の SCS を利用 した

　　　　　　　　　　講義 ・演習ゼミ等の状況

　平成 8年度下 半期 （96！1011〜97B131）に お け

る利用状況は次の 通 りで あ る 。

〈教育工 学教育情報学関連演習〉

　　　　　　　　 （実施責任者 ：上教大 ・南部）

　複数の 大学教官及び大学院生 間で 、 情報教育及

び教育実践 に関す る遠隔共同 ゼ ミ を行 っ た 。 期 日

は 、

’96！1021，11！8，12！9；97／1！202／3の 5 回行 っ た 。

考察 ：初 め て の 試み で あ っ たが 、 鳴門 ・兵庫 ・岐

阜を結び 、 情報教育関連の 教育実践に 関す る話題

を お互 い に提供 しあ い
、 SCS を用 い た遠隔共同

ゼ ミ の 有効性を確認で きた 。
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　（2）平成 9 年度上半期の SCS 利用状況

〈 SCS 教員養成情報教育カ リキ ュ ラム 研究会〉

の 中で の 共同講義と して の 利用状況

　　　　　　　（実施責任者 ：上教大 ・南部）

　 教員養成 にお ける情報教育の あ り方や カ リ キ ュ

ラ ム に つ い て
、 各大学 ・学部の 現状や取 り組み 、

計画等 の 紹介や検討を行 う研究会の 中で 、 共同講

義の 試み を行 っ た 。

・4 月 ユ 8 日

遠隔共同特別講演 （岡山大教授 ・近藤勲）

　「情報ネ ッ トワ
ー

ク 時代 に お け る学校教 育の あ り

方〜教授学習 の パ ラ ダイム 変換 と情報技術環境
〜−i
参加者 ：学部生 16 、 院生 34 、 現職教員 6 、大
学教官 15 、 その 他 1 、

・計 72 名

　 5 月 23 日

遠隔共同特別講演 （上教大講師 ・井上忠典）

　；遍童 ・生徒の 不 登校問題 を考える」

参繍者 1学部生 5 、院生 18 、現職教員 6、

　　 大学教宮 9h そ の 他 2 、計 嘆 O名
略 照 20y

遠隔共河特別 講濾

　　　　　　　 （鳴教大教授 ・西之 園晴夫）
　1諸外国に お臺ナる

　　　　　　遠隔教 育 ・教師教育に つ い て 」

参 勉者
T

学部 生 、踪生 、 現職教員、

　　　　 友学教實等 、 離 霧 o 名

考象 3 繊 9年度 1二融期は 、 ＄ ¢ Slの 可能性を探

る rt め 1：
t

、 鵜 究会 の 中 で ， 3 回の 特別講演会を歸

禦 ：、た 。孝 の 結 疑．話題 も時期紅 適 した 内容で

あ   ・た た め 、毒加者 も予想僻 に 多 く、 また 、 そ れ

ギ
こ
振 ハ 講鱒の 先ノ1・宵 が 双方向性 と い う scs 特有

の 機能を有効に活攤 1、た 方法をそれ ぞ れ 工夫 して
『
；鑞寅を 鷽 覈 f： ご と もあ り、臨場感 を保 ちなが ら 、

拮 発 な討論が展羅 した。

〈 ＄ cs 大学 i院教育工学情報学闘連演習〉

　　　 （実施 責任者 ：上教大 ・南部）

　複数の 大学の 大学院生 間で 、 情報教育及 び教育

実践 に関する 遠隔共同ゼ ミ を行っ た。

・5 月 12 日　 上越教育大学 よ り

「コ ン ピ ュ ・
’一

タ の 導入 に関する学校現場の

　　　　　　　　　　実情 と今後の 方向性」
・6月　 2 日　 兵庫教育大学よ り

「学校教育現場に おけ るマ ル チ メ デ ィ ア ネ ッ トワ
ー

ク時代の 情報教育の 現状 と課題」
・7 月 7H 　鳴門教育大学 よ り

「現職教育に お ける教員研修 の 現状 の 分析 と

　　　　　　　　　　　　　　 教材 開発」
・9 月 1 日　 岐阜大学 よ り

「岐阜県におけ る

　　　生涯学習情報提供シ ス テム に つ い て」

考察 ：複数の 教育系大学の 大学院に所属 して い る

学生の ゼ ミ を遠隔共同 して行 う試み で あ っ た。 そ
れ ぞれ の 大学毎 にチーム を組 んで話題提供 を分担

して行い 、それ を基 に して討論 を重 ねたが 、 これ

まで行 っ て きた各大学の研究室内部 で の ゼ ミと異

な り、 新 しい 視点か らの 質疑応答が 活発 に行わ

れ
、 大学の 壁を取 り払 っ た、 開かれ た大学 、 開か

れ た よ り広 い 学習集団 ・学習環境で の 可能性が示

唆 され た 。

〈SCS 大学院 ・教育研究法演習〉

　　　　　　（実施責任者 ：兵教大 ・成 田）

　 兵教大の 成 田滋教授が 、 大学内で大学院生を対
象 に行 っ て い た 「教育研究方法論」の 演習 （修士

論文作成 ゼ ミ）を 、 SCS を用い て、鳴教大 、 上

教大 ・岐阜大を結び 、 公開の 修士論 文作成 ゼ ミで

あ っ た 。 期日 ：5／ 9 、 6／ 6 、 7／ 4 、 8／

1 、 9／ 5
考察 ：修士課程 1年次生を対象 に 、 大学院に おけ

る硬究の 初歩か ら まとめ 方まで の 講義と指導で 、

大学院生 に採 っ て は大変好評で あ っ た 。 こ の よ う
な講義演習の 公開は S （）S の 有効な方法 で あろ

う。

〈 SC ＄大学院修士論文詮一プンセ ミナ
・一・

〉

　　　　　　 （実施責任者 ：鳴教大
・益子）

　現職教員に よる修士論文の構想 ・経過発 表会お

よび検討会 　（修盤：論文ゼ ミ）　を SCS で多地点を

結 ん で行 っ た 。 当面，鳴敏大 ，
上 教大 ， 兵教大 ，

妓阜大の 大学院の 教育方法嬲連分野に属す る現職
の 穆 士論 文の 構愚 ・経過発表お よび検討会 を行 艶

た 。 期 日 ：4／ 18 、 5 ／ 30 、 6／ 2e 、 7／

25k 　 9 ／

／ 19

考察 1 各大学大学貌で は 、 修士論文 を作戎 させ る

ため の指導を計画的に定期的に お こ な っ て い る

が 、その 指導場面 を複数の 大学の研究室が共同 し「

て彳テうこ との試み で あ っ た 、， 大学院生rbtzらみ る

と 、 鼇 の 友学の 教嘗か ら指導 を受 け るこ とが で き

た こ とで 、 どの 院生 も研 究が よ り深 く進展 した と

い う評価 を得 た 。 今回は教育工 学関連の 研究室が

共同 して行 っ たが、同 じジ ャ ン ル の研 究を共に

行 っ て い る研究室同士の 公 開ゼ ミで あ っ た こ とが

有効に機能 した と思 わ れ る。

（3）平成 9 年度下 半期の SCS 利用状況

〈 SCS 大学院 ・教育研究論演習〉

　　　　　　 （実施責任者 ：兵教大
・成 田 ）

　 兵庫教育大の 成田滋教授 に よる 「教育研究方法

論」の 演習 （修士論文作成 ゼ ミ）を SCS で 鳴教

大 、 上教大 ・
岐阜大を結 んだ公開の 修士論文作成

ゼ ミで あ っ た 。 期 日 ：
’ 97 ／ 10 ／ 3 、 11 ／

7 、 　12 ／ 5 、

’

　98 ／ 1／ 9 、　2／ 6

考察 ：上半期か らの 継続で あ り、同 じく、 大学院

生に採っ て は 大変好評で あっ た。
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〈遠隔共同講義 r大学院 ・教育工 学特別講義」 〉

　　　　　　 （実施責任者 ：上教大 ・南部）

　教員養成大学 ・学部の 大学院生 を対象 と した

「教育工学」 に関する 講義 を、 参加各局 の 教育工

学担当教官の 連携 に よ り、 遠隔共同 して行 っ た 。

対 象 ：各教員養成大学 ・学部の 大学大学院生 、 及

び興味関心 の ある人、 参加局 ： 18 局

日程 ：

1）97 ／ 10 ／ 31 （金）
・基調講演 「教育実践 と教育工 学」

メ デ ィ ァ 教育開発 セ ン ター所長　坂元昂

　　　　　　　　　　　 （セ ン タ
ー

局 よ り）

「マ ル チ メ デ ィ アの 特性 とその 活用 」

　　岡山大教授　近藤勲 （岡山大局 よ り）

2）　9　7 ／ 1　1／ 2　8　　（金）

「教育シ ス テ ム の 開発 とそ の 活用」

　　鳴教大教授　木村捨雄 （鳴教大局 よ り）

3）97 ／ 12 ／ 5　（金）

「情報教育カ リキ ュ ラ ム の 開発 と教 育実践」

　　静岡大教授　永野和男 （静岡大局 よ り）

4）97 ／ 12 ／ 12 （金 ）

「授業設計の 方略と目標分析」

　　東工 大教授　赤堀侃司 （上教大局 よ り）

5）98 ／ 1 ／ 23 （金）

「ネ ッ トワ
ー

クシ ス テ ム の 機能 とその 活用」

　　電通大大学院教授　岡本敏雄

　　　　　　　　　 （電気通信大学局 よ り）

6）98 ／ 2／ 6 （金）

「遠隔教育 と教師教育」

　鳴教大教授　西之 園晴夫 （鳴教大局 よ り）

7）98 ／ 2／ 20 （金）

「教育工学 的手法に よ る授業研究の 方法」

　新潟大教授　生 田孝至 （新潟大学局 よ り）

8）987 ／ 3 ／ 6 （金）18：00−21：00

　　　　（各大学の VSAT 局を結 ん で ）

SCS シ ン ポ ジウ ム 「教育工学研 究を考える

〜教育工学の 成果 と こ れか らの 研究課題 〜」

　 登壇者 ：各回の 講師 、 司会 ：新潟大教授　生田

孝至 、 岡山大教授　近藤勲

　指定討論者 ：岐阜大教授　後藤忠彦 、 鹿児島大

教授　園屋 高志 、 金沢大教授 、 吉田貞介 、 兵教大

教授　正司和彦 、 他

考察 ：こ れ は 、 本格的 な大学間で の 遠隔共同講義

を意図 し、その 内容 ・方輩を検討す る た め に 、 教

育工学研究の それ ぞれ の 領域におい て 第
一

線 で活

躍 して い る研究者 を講師等 に お願い し、 基調講

演 、 7 本の 講義 、 それ を総括す るための SCS シ

ン ポ ジ ウ ム で 構成 した。 講師に は、教員養成大

学 ・学部だけ で な く、 他大学の教官依頼 した 。

　 第 1 回の メ デ ィ ア 教育開発セ ン タ
ー ・坂元昂所

長の 基調講演は特に好評で 、 18 の VSAT 局

で
、 今回最多の 計 150 人の 参加者 があ り、 そ れ

に続 い た各回 と もに 100 人前後の 参加者が あ っ

た 。 各講師 ともに 、 テ
ー マ に沿 っ て こ れ まで の 歴

史を踏まえ 、 また 、 最新 の 話題 を含 め た豊富 な内

容の 講義で あ り、 それ に 引 き続 き行 わ れ た討 論 も

た い へ ん活発で 、 90 分 間で は と て も時間が 足 ら

ない ほ どで あ っ た 。 また 、最後 に行 っ た SCS 教

育工 学シ ン ポ ジ ウ ム は 、 通常 同
一

フ ロ ア で行 うシ

ン ポ ジウ ム に ひけ を採 らない くらい の 臨場感 の 中

で 、 活発 なデ ィ ス カ ッ シ ョ ン が行 わ れ た 。 毎 回の

講義に お い て も、話題提供だ け で な く、討論 の 時

間を充分 に確保する 必要が示唆 され た 。

　次年度 か らの本格的な遠隔共 同講義の 体内容 と

方法を検討する 上 で 貴重な試み で あ っ た 。

〈遠隔共同講義 r教育臨床特別講義」 〉

　　　　 （実施責任者 ：岐阜大 ・村 瀬）

　教員養成大学 ・学部の 学部学生 を対象 と した

「教育臨床」 に 関する講義を 、 参加各局の 教育臨

床担 当教官 の 連携に よ り、 遠隔共同 して行 っ た。

1）97 ／ 10 ／ 23 〈木）

「学校教育 にお ける カ ウ ン セ リン グの 在 り方に つ

い て 〜教師カ ウ ン セ ラ
ーは可能か ？〜」

　　　　　　　　 上教大講師　井上 忠典

2）97 ／ 11 ／ 6 （木）

「児童 ・生徒の 学校適応 に か か わ る幾 つ か の 要因

〜児童 ・生徒 を不 適応 に陥 ら さ ない た めに 〜 1
　　　　　　　　 兵教大助教授　古用雅文

3）97 ／ 12 ／ 4 （木）

「児童生 徒の ス トレス と学校不適応 」

　　　　　　　　 宮崎大教授　岡安孝弘

4）97 ／ 12 ／ 18 （木）

「教育臨床に お け る諸問題の 討議」

5）98 ／ 1／ 22 　（木 ）

「教育臨床 と進路指導」 毅 潟大助教授　松井賢

6）98 ／ 2 ／ 5 （木）

「教師と子 ど もの 人 間関係 〜教 師の 指導態度 を

　　　　　　中心 に
〜」上教大助教授　勝倉孝治

一 50 一

3 ．平成 10 年度大学間 SCS 遠隔共同講義

の 取 り組み状況

（1）　r教育工学」参加局 20局　　　敬称 略

　　　　　　 （実施責任者 1上教大 ・南部昌敏）

時間 ：月 2 回金 曜 日　18：30−20：00　通年 13 回

4／24 ・授業実践と教 育工 学　　水越敏行（関西大）

518 ・教育 シ ス テ ム の 開発 とその 活用

　　　　　　　　　　　　　岡本敏雄 （電通大）

6112・教師の 力量形成　　　生田孝至 （新潟大）

6126・ハ イパ ーメ デ ィ ア ・ネ ッ トワ
ーク シ ス テ ム

　　　の 機能 とそ の 活用　　正 司和彦 （兵教大）

7110・教育実践研究と教 師の 成 長

　　　　　西之園晴夫 （京都教育大名誉教授）

911レ 授業設計 と教材開発　赤堀侃司 （東工大）

N 工工
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1019 ・マ ル チ メ デ ィア とメ デ ィ ア活用能力

　　　　　　　　　　　　　吉田貞介 （金沢大）

11／13 ・授業 とコ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

　　　　　　　　　　　　　大河原清 （岩手大）

1214 ・情報教育カ リキ ュ ラ ム の 開発 と授業実践

　　　　　　　　　　　　　永野和男 （静岡大）

12！11 ・教育映像情報デ
ー

タ ベ ース の 開発 と利用

　　　　　　　　　　　　菊川健 （メデ ィ ァ セ）

1／22 ・質的分析に よる授業研究方法

　　　　　　　　　　　　　大谷尚 （名古屋大）

2！12 ・学習情報環境の構成と利用

　　　　　　　　　　　　　　近藤勲 （岡山大）

2／2か 21世紀 を目指 した教育実践学の 構築

　　　　　　　　　　　木村捨雄 （鳴門教育大）

（2 ）　r教育実践と情報科学j 参加局 15局

　　　　 （実施責任者 ：妓阜大 ・村瀬康
一

郎）

時間 ：月 2 圏月曜 G　E9：00」ig：30　通年 16 回

4！1  高度情報通信社会に求め られ る教師の 力量

　　　　　　　　　　　　　生田孝至 （薪潟大）

4〆欝 　が 鴬ギュ ラ ム 開発の 方法 と課題

　　　　　　　　　　　村頬雅弘 （鳴門教育大）

瀕 i・遠黼共同学習に お け る教材 開発

　　　　　　　　　　　　　加藤直樹 （峻阜大＞

5瓣 ・メ デ ィ ア を鯑講 した学習環境

　　　　　　　　　　　　　松下 文夫 （香川大）

　　 総含学習 に おけ る捜業の 観察

　　　　　　　　　　　　　　　石川 （岐阜大）

硫
％ 授難 ：鍋 協 響 レチ メ Pt　−s ア の 活用

　　　　　　　　　　　　　 難内祐平 （茨域大）

7越 ・授業実施の 捷籍 とそ の 改善

　　　　　　　　　　　　　本田敵明 （茨城大〉

瑠 鷺 噌受業の 評懸 と改善亭野 瀬 （鳴門教育大〉

膨 薦 ・歉育 メ デ 1 ア とその活爾

　　　　　　　　　　　　 園屋高志 （鹿児島大＞

1い 勘 学習と指導の 形態
〜ギ T ・オ

ープ ン ス ペ ース 水原俊行 （岡山大）

緯 婚
・コ ン ピ ュ

ー
タ実験に み る情報科学

　　　　　　　　　　　　　 穀地辰朗 （宮崎大）

12！7 ・学習環境設 計に よる授業の 組み 立て

　　　　　　　　　　　　　 黒上晴夫 （金沢 大）

12f2X ・授業に おけ るネ ッ トワ ーク の 活用

　　　　　　　　　　　 長瀬久明 （兵庫教育大）

111且・コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン とメ デ ィ ア

　　　　　　　　　　 三宮真智子 （鳴門教育大）

1／25 ・情報教育カ リキ ュ ラ ム の 開発

　　　　　　　　　　 波多野和彦 （メ デ ィ ァセ ＞

2／8 ・高度情報通信社 会にお ける教師の 役割

　　　　　　　　　　　　　　 近藤勲 （岡山大）

　（3）　 r教育臨床」

　　　　　　　（実施責任者 ：上教大 ・井上忠典）

時間 ；月1回第 3木曜　18：00−19：30　通年 10 回

4価 ・青年期の 心理的発達と不登校

　　　　　　　　　　　井上忠典 （上越教育大）

5／21 ・問題行動児童に対する援助の
一方法

　　　　　　　　　　　　　平田幹夫 （琉球大）

6！！8・中学生の い じめ被害 ・加害経験と ス トレ ス

　　　　　　　　　　　　　岡安孝弘 （宮崎大）

7／16 ・不登校児童生徒に対する

　　　　　　マ ル チ メ デ ィ ア を生か し学習支援

山田日吉 （岐阜県教セ ） 、 村瀬康
一

郎 （岐阜大）

10／15 ・子 どもの 自発性を重視 した

　行動空間療法の 世界　後藤守 （北海道教育大）

11119 ・荒れ る子 ど もと向き合 う

　　　　　　　　　　　小林正幸 （東京学芸大）

　　　　　　　　　　教育臨床

12！17 ・学校に お け る キ ャ リア ガイ ダ ン ス ＆

　　　　ヵ ウン セ リン グ　 松井賢二 （新潟大＞

99／1121、 2115　 ・未定

《4 ）　「教育心理学特別旗義邊

　　　　　　　　（実施責任者 ：上教大 ・小 jl廃 〉

時間　：月　］　匡藝第 3 月曜　　94：＿3〔）−18：0 
4i20　・心の プ ロ グラ ム ー一・…“般心理分析 の棒組み の

　　　提懇
〜　　　　　　田中敏 （上越教育大）

5f18・来来の 拷つ 重み　 古川雅 文 （兵庫教育大）

6／15　
・実 りある実践研究 と しての 教育心理学を

　　　目指 して　　　　　　　森敏昭 （広 島大）

7／豊3 ・
ク リナ イ カル シ ン キ ン グ

　　　　　　　　　　　　宮元博章 （兵庫教育大）

鍛 い 素定　　　　　　　塚本pm− 一
く辷越教育大）

1 ノ19s 未定比 　　　　　　　留閥太白（静岡大）

（5 ｝　暾 科教育 《理麟 ・環境教育」 参撫局 重嘱

　　　　　 （実施責任者 ：妓阜大
・村瀬康

…
郎〉

時問 ：月 1 回第 3金 曜　19；00−X9：3a　通年 10 回

韜 7 ・討論 これ か ら の 理科教育 に求め られ る も¢

S！l5・構成主義掌習観に基づ く理科教育

　　　　　　　　　　　　　森本僭也 1横国大）

6！5 ・環境教育 にお ける学 習活勦の 工夫 と実銭

　　　　　　　　　　　　　鶴岡義彦 （千葉大）

7f　3 ・理科教育にお ける学習評価の 方法

　　　　　　　　　　　　　小林辰至 （宮崎大）

914 ・STS の 観点か らみ た環境教育

　　　　　　　　　　　　　熊野善介 （静岡大）

10116、11／20 ・環境教育における教材開発〜北海道

　　 に生 育す る植物（1）（2）　 谷 口弘
一 （北教大）

12／18 ・環境教育におけ る 自然保護観〜 レブ ン ア ッ

モ リ ソ ウの 保護 と生態 を例 に谷 口弘
一 （北教大）

1129　・気象教育の現状 と課題　浦野弘 （秋 田大）

2119・討論 ：21世紀 を目指 した環境教育を考える

4 ．結び

　 平成 10 年度に つ い て は 、 進行中で ある の で 、

口頭で その様子 を発表す る。 また 、 今年度の 取 り

組み を踏まえて 、 来年度か ら各科目の単位化に向

け て 、 その 準備 に取 りかか っ て い る所で あ る 。

一51 一
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